
やまぐち子育て福祉総合センター実績報告

専門研修「０･1歳児の命を守る」～アレルギーから子どもの健康と命を守ろう～
日 時・・・12月 7日（木）13:30～15:30
場 所・・・山口市立山口保育園 2階遊戯室
講 師・・・野瀬内科小児科医師・大内すこやか保育園 野瀬橘子先生

参加人数・・・61名（欠席 4名）

内容・・・

「食物アレルギーとアナフィラキシー その対応について」講演

１．データでみる食物アレルギー

（１）厚労省と日本小児アレルギー診療ガイドラインのデータより

・即時型食物アレルギー患者数

6歳までが一番多い
→痛みや不調を訴えることができない

乳幼児、特に 0･1歳児の不調をどう見極めるか？
・症状型分類

・引き起こされる症状

皮膚･粘膜･消化器･呼吸器･全身

アナフィラキシーショック＝命の危険

・臓器別症状出現頻度

皮膚症状 9割、ショック症状 1割 →繰り返すことがあるので注意

・原因食品内訳 1位鶏卵約 40％、2位牛乳約 20％、3位小麦 11％
※1～3歳でも 4位 5位にピーナッツや魚卵など出ているが小さいうちはとり過ぎない方がよい。
果物もアレルギーよく出るので気をつける。

（２）大内すこやか保育園のデータより

・原因食物と罹患率は全国データとほぼ同じであった。

２、食物アレルギーに対する社会的対応

（１）加工食品のアレルギー表示

加工品を購入する際に必ずチェックする。

包装紙は捨てずにとっておく。症状が出たら表示された包装紙を持って受診する。

（２）園･学校への情報提供（診断書）

（３）アレルギー疾患の事故予防に対する園･学校の対応

・職員全員がアレルギー疾患に対する正しい知識を持ち、患児（保護者）と共通理解しておく。

病歴を知っておく。

・事故予防対策マニュアルを作成する。

即時型…食後～2時間で症状が出るもの
（アナフィラキシーなども）

慢性型…アトピーなど



・患児の成長発達、メンタルケア、人的･物的･自然的環境

３、食物アレルギー対応マニュアル・・・実際の経験事例を活かして作成

・アレルギー一覧表作成

・アレルギー食の対応 誤食を防ぐ様々な工夫

・給食時の担当職員の対応

・万が一誤食してしまった場合の対応

◎事前に食物アレルギーの保護者は、このマニュアルを説明しておく。

（園の対策方法を保護者にも認識してもらうことが大切）

４、アナフィラキシーとアナフィラキシーショック

（１）アナフィラキシーへの対応

○はじめは口が赤い、痒みがあるなどから始まる。まずは観察（体温、脈拍、呼吸）

○重症度 グレード 2に入ったら救急要請が必要
保育所で判断するのは困難。普段の様子をよく知っておくと、違いや異常に気付くことができる。

グレード 1の時点で発見し、保護者に連絡、観察すること。
○発現から心停止までの時間

薬剤性･･･5分
ハチ･･･15分
食物･･･30分

（２）アナフィラキシー発症時の初期対応

メモと記録が大切！何時・何が（症状）・どうなった・それから？

①観察と状況把握 呼吸確認

②助けを呼ぶ エピペンの準備、救急車要請

③エピペンを大腿前外側に直ちに注射

④仰向けにする （低血圧になるので、心臓に血液を上げるため 30ｃｍ程足を高くする）
⑤救急車で医療機関受診

（３）緊急対応マニュアル

※文部科学省（公財）日本学校保健会 東京都「食物アレルギー緊急対応マニュアル」より

５、Ｈ２８年度山口市保育園における食物アレルギーの実態

・山口市内保育園児の食物アレルギーの実態

アレルゲンや患児年齢等、全国データとほぼ一致。

６、アレルギーとの戦い方

アナフィラキシーとは･･･「アレルゲン等の侵入により、複数臓器に全身性にアレルギー

症状が引き起こされ、生命に機器を与える過敏反応」

アナフィラキシーショックとは･･･「アナフィラキシーに血圧低下や意識障害を伴う場合」



・子どもの成長を楽しみに待とう。

・気長に子どもを励まそう

・心は鬼、しかし笑顔で戦おう

・子どもは快食・快遊・快眠の生活習慣を身につけさせよう

・（特に夜１０時～２時のノンレム睡眠の快眠が重要）

・アレルギーには必ず勝つ！今より症状を重くさせないぞ!
・子どもの体調がよければ、保護者も保育者も楽しく過ごすことができる

（アレルゲンを食べさせない 安全なものをしっかり食べる）

・保護者と保育園が協力し合い、子どものアレルギーと戦いましょう

◎保護者と共に、子どものために根気よくがんばりましょう。

その子の正しい成長が何よりの武器です。

７、エピペンの正しい使い方

DVDの鑑賞

グループワーク（約 20分）
各所属の状況や講演内容について話し合う。情報交換。

質疑応答（約 15分）

野瀬先生講演 グループでの座談会


